
太
宰
治
文
学
に
お
け
る
「
黄
村
先
生
」

の
位
置

米
　
　
田

幸
　
　
代

作
者
に
と
っ
て
の
「
黄
村
先
生
」

　
「
黄
村
先
生
言
行
録
」
一
「
文
学
界
」
１
０
１
１
、
昭
１
８
・
！
・
１
一
、
「
花
吹
雪
」

一
『
佳
日
』
昭
１
９
・
８
・
２
０
、
肇
書
房
一
、
「
不
審
庵
」
一
「
文
芸
世
紀
」
５
１
１
０
、

昭
１
８
・
１
０
・
１
一
は
、
い
ず
れ
も
「
黄
村
先
生
」
を
主
人
公
と
す
る
シ
リ
ー
ズ

も
の
で
あ
る
。
太
宰
治
文
学
の
な
か
で
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
ず
に
来

た
シ
リ
ー
ズ
だ
が
、
第
一
作
「
黄
村
先
生
言
行
録
」
に
は
、
冒
頭
、
次
の
よ
う

な
一
節
が
あ
る
。

　
　
は
じ
め
に
、
黄
村
先
生
が
山
微
魚
に
凝
つ
て
大
損
を
し
た
話
を
お
知
ら
せ

　
　
し
ま
せ
う
。
逸
話
の
多
い
人
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
時
々
、
か
う
し
て

　
　
御
紹
介
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

　
〈
黄
村
先
生
も
の
Ｖ
は
、
結
局
、
先
に
挙
げ
た
三
作
が
執
筆
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
の
だ
が
、
こ
の
一
節
に
よ
り
、
執
筆
当
初
か
ら
作
者
が
シ
リ
ー
ズ
と
し
て

　
　
　
　
　
太
宰
治
文
学
に
お
け
る
「
黄
村
先
生
」
の
位
置

書
き
続
け
て
い
く
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
三
作
目
で
あ
る
「
不
審
庵
」
は
、
昭
和
十
八
年
九
月
上
旬
ま
で
に
脱
稿
し
た

　
　
　
　
　
¢

と
考
え
ら
れ
る
。
以
後
、
終
戦
ま
で
に
執
筆
さ
れ
た
小
説
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る

〈
翻
案
小
説
〉
以
外
の
も
の
を
挙
げ
る
と
、
【
表
１
】
の
よ
う
に
な
る
。

【
表
１
】

　
「
不
審
庵
」
以
後
終
戦
ま
で
に
執
筆
さ
れ
た
、
翻
案
小
説
以
外
の
作
品
※
１

作
品
名

発
表
誌
・
発
行
所

巻
－
号

発
行
年
月
日

「
散
華
」

「
新
若
人
」

５
１
３

昭
１
９
・
３
・
１

「
雪
の
夜
の
話
」

「
少
女
の
友
」

３
７
－
５

昭
１
９
・
５
・
１

「
東
京
だ
よ
り
」

「
文
学
報
国
」

第
３
３
号

昭
１
９
・
８
・
１
０

「
津
軽
」

『
津
軽
』
、
小
山
書
店

昭
１
９
・
ｕ
・
１
５

「
薄
明
」
※
２

『
薄
明
』
、
新
紀
元
杜

昭
２
１
・
ｕ
・
２
０

※
１

昭
和
十
八
年
九
月
上
旬
－
十
月
末
に
「
雲
雀
の
声
」
一
「
パ
ン
ド
ラ
の
厘
」
の
前

身
一
が
書
か
れ
た
が
、
時
局
的
な
意
味
合
い
か
ら
出
版
に
到
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
　
　
　
太
宰
治
文
学
に
お
け
る
「
黄
村
先
生
」
の
位
置

※
２
　
昭
和
二
十
年
七
月
三
十
日
、
太
宰
が
、
金
木
の
実
家
に
疎
開
後
起
筆
、
九
月
中
・

　
　
下
旬
頃
脱
稿

　
「
散
華
」
は
、
年
少
の
友
人
二
人
の
玉
砕
を
描
い
た
短
篇
で
、
二
人
の
若
者

に
対
す
る
太
宰
の
愛
情
に
あ
ふ
れ
た
追
悼
文
風
の
小
説
で
あ
る
。
「
雪
の
夜
の

話
」
「
東
京
だ
よ
り
」
は
い
ず
れ
も
小
篇
で
、
内
容
的
に
も
発
表
誌
を
意
識
し

て
い
る
様
子
が
窺
え
、
自
由
な
発
想
の
下
に
な
っ
た
作
品
と
は
言
い
難
い
。
こ

う
し
て
見
る
と
、
〈
黄
村
先
生
も
の
Ｖ
は
、
戦
時
下
の
代
表
作
で
一
種
特
殊
な

立
場
に
あ
る
『
津
軽
』
を
除
く
と
、
〈
翻
案
小
説
Ｖ
と
い
う
方
向
に
進
ん
で
い

く
直
前
に
位
置
す
る
作
品
群
な
の
で
あ
る
。
〈
翻
案
小
説
Ｖ
は
、
戦
時
下
の
太

宰
が
さ
ま
ざ
ま
な
拘
束
を
受
け
っ
っ
も
自
己
の
小
説
の
方
向
性
を
模
索
し
、
そ

の
結
果
行
き
着
い
た
形
式
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
連
の
く
黄
村
先
生
も

の
Ｖ
は
、
そ
こ
に
到
達
す
る
以
前
の
過
程
に
お
け
る
作
品
で
あ
り
、
太
宰
の
戦

時
を
探
え
る
う
え
で
、
も
う
少
し
見
直
さ
れ
て
も
い
い
シ
リ
ー
ズ
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
こ
の
連
作
に
対
す
る
太
宰
の
意
気
込
み
を
探
る
た
め
に
、
作
品
執
筆
当
時
の

状
況
に
目
を
向
け
て
み
る
。

　
「
黄
村
先
生
言
行
録
」
が
執
筆
脱
稿
さ
れ
た
の
は
昭
和
十
七
年
十
一
月
二
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
日
以
後
、
三
十
日
ま
で
の
間
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
つ
十
月
二
十
日
頃
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
中
期
の
佳
作
を
の
こ
し
た
い
」
と
意
欲
満
々
「
右
大
臣
実
朝
」
（
昭
１
８
・
９
）

が
起
筆
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
黄
村
先
生
言
行
録
」
は
、
「
実
朝
」
に
逸
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

心
を
抑
え
つ
つ
、
そ
の
筆
を
一
時
停
止
さ
せ
て
書
い
た
作
品
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　
し
か
し
、
「
黄
村
先
生
言
行
録
」
を
、
筆
休
め
の
よ
う
な
つ
も
り
で
書
き
流

し
た
作
品
で
あ
る
、
と
い
う
ふ
う
に
は
思
え
な
い
。
作
品
発
表
の
場
が
限
ら
れ

て
き
た
時
期
に
く
シ
リ
ー
ズ
も
の
Ｖ
と
し
て
書
き
続
け
る
心
構
え
で
あ
っ
た
、

そ
の
第
一
作
目
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
第
一
の
理
由
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

作
品
は
「
文
学
界
」
に
発
表
さ
れ
て
お
り
、
当
然
の
結
果
と
し
て
当
時
の
一
流

の
批
評
家
や
文
学
者
達
の
目
に
曝
さ
れ
る
こ
と
が
予
測
で
き
る
。
太
宰
と
し
て

も
気
を
抜
い
て
執
筆
す
る
わ
け
に
い
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の

が
第
二
の
理
由
で
あ
る
。

　
太
宰
が
発
表
誌
・
紙
に
よ
り
作
品
を
書
き
分
け
て
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
は
、
本
人
の
言
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
試
み
に
、

「
若
草
」
「
新
潮
」
「
文
学
界
」
誌
上
に
お
い
て
、
終
戦
に
到
る
ま
で
に
発
表
さ

れ
た
作
品
を
調
べ
て
み
る
（
【
表
２
】
）
。
こ
れ
ら
三
誌
を
選
ん
だ
の
は
、
あ
ま

り
時
期
的
な
偏
り
が
な
く
作
品
が
発
表
さ
れ
続
け
た
雑
誌
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
に
よ
る
。

【
表
２
】

　
「
若
草
」
「
新
潮
」
「
文
学
界
」
へ
終
戦
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
作
品

巻
－
号
　
　
発
行
年
月
日

「
若
草
」
　
　
「
雌
に
つ
い
て
」



「
喝
禾
」

９
ん
　
　
Ｏ

刀
ロ
ー
．

Ｏ

１
　
　
　
　
１

●

ｎ
ｎ
一
１

１

１

「
あ
さ
ま
し
き
も
の
」

刀
口
？
］
．

３
●

ｎ
ｎ
一
一
．
■

１

「
燈
籠
」

３
　
　
０１

刀
口
２
．

Ｏ

１
　
　
　
　
１

●

ｎ
ｎ
一
１

！

１

「
Ｈ
８
二
荒
崇
」

刀
口
４
．
９
］

●

ｎ
□
一
！

１

「
葉
桜
と
魔
笛
」

刀
口
４
．

ｎ
ｎ
「
！

６
●

！

「
ア
、
秋
」

５
　
　
０

刀
口
４
．

）

■

（

１
　
　
　
　
１

●

ｎ
ｎ
【
１

１

１

「
誰
も
知
ら
ぬ
」

６

４

刀
口
５
．

１

４
●

ｎ
ｎ
【
１

１

６

「
乞
食
学
牛
」

－
７
’

刀
口
５
．

１

ｎ
ｎ
【
１

７
’
…

５

２

２
●

１

１

１

「
律
子
と
自
－
十
・
」

刀
口
７
．
ｎ
■
］

●

ｎ
ｎ
ト
ー
１
１

１

「
新
潮
」

「
地
球
図
」

○
乙
　
　
？
］

刀
口
Ｏ
．

２

ｏ
Ｏ
　
　
１

ｎ
ｎ
［
１

１
●

１

「
め
く
ら
草
紙
」

３３

１

刀
ロ
ユ
．

１
●

ｎ
ｎ
【
ユ

１

「
創
世
紀
」

３
　
　
０

刀
ロ
ユ
．

）（

Ｑ
，
Ｕ
　
　
１

●

ｎ
ｎ
【
１

１

ユ

「
＝
ご
；
＞
Ｚ
Ｆ
Ｃ
○
の
↓
」

４
　
　
４
３

刀
口
２
．

２
●

ｎ
ｎ
一
１
■
１

１

４

「
姥
捨
」

５

）（

刀
口
３
．

）（

３
　
　
１

●

ｎ
ｎ
ト
ー

１

１

「
八
十
八
夜
」

６３－
８

刀
口
４
．

ｎ
ｎ
ｒ
１

８
■

１

「
俗
天
使
」

７３

１

刀
口
５
．

ｎ
ｕ
パ
ー

１
●

１

「
走
れ
メ
ロ
ス
」

７
　
　
５
３

刀
口
Ｆ
ｏ
．

５
●

ｎ
ｎ
【
１

１

「
き
り
ぎ
り
す
」

【
／
　
　
１

刀
口
５
．

１

ｏ
ｏ
　
　
１

●

ｎ
ｎ
Ｈ
１
■
１

ユ

１

「
清
貧
課
」

Ｏ
０
　
　
９
］

刀
口
６
．

２

ｏ
０
　
　
１
■

ｎ
ｎ
【
１

１
●

１

太
宰
治
文
学
に
お
け
る
一
黄
村
先
生
」
の
位
置

「
旅
信
」

Ｏ
０
　
　
９
乙

１

つ
ｏ
　
　
１

刀
口
６

　
２
●
　
　
　
　
　
　
　
●

ｎ
ｎ
【
１
■

１

１

「
新
郎
」

９３
１
１
１
＾

刀
口
□
／

ｎ
ｎ
一
１

●
　
１
■
１
　
●

１

「
小
さ
い
ア
ル
バ
ム
」

９－
Ｈ
／

刀
口
７

３

ｎ
ｎ
Ｈ
１

・
　
【
／
・

１

「
故
郷
」

）（４

１

刀
口
８

ｎ
ｎ
一
１

●
　
１
　
●

１

「
布
心
」

）

（
　
　
５
４

刀
口
８

ｎ
ｎ
Ｈ
１

・
　
Ｆ
Ｄ
・

１

「
新
釈
諸
国
噺
」

１１
１

刀
口
９

４

ｎ
ｎ
一
１

●
　
１
　
●

１

「
人
魚
の
海
－
新
釈
諸
国
噺
－
」

ユ
　
　
Ｏ

刀
口
９

）

３

４
　
　
１

　
（
●
　
　
　
　
　
　
　
●

ｎ
ｎ
一
１

１

１

「
文
学
界
」

「
猿
ケ
島
」

？
】
－
８

刀
口
Ｏ

ｎ
ｎ
【
１
■

・
Ｏ
Ｊ
・

１

「
虚
構
の
春
」

つ
、
）
　
　
７
’

刀
ロ
ー

ｎ
ｎ
【
１

・
　
７
’
・

！

「
女
生
徒
」

ハ
ｏ
－
４

刀
口
４

●

ｎ
ｎ
一
１

４
・

！

「
皮
膚
と
心
」

６

１

刀
口
４

１

■

●

１

ｎ
ｎ
ｒ
１

１

１

「
東
京
八
景
」

８
　
　
１

刀
口
６

●

ｎ
ｎ
【
！

！
　
■

１

「
風
の
便
り
」

　
　
１
０
０
－
　
　
１

刀
口
６

■

！
■

ｎ
ｎ
【
１

１

１

「
黄
村
先
牛
言
行
録
」

Ｏ
　
－
ー
ユ

刀
口
８

●

ｎ
ｎ
【
１
↓

１
１
▲
　
●

ユ

「
鉄
面
皮
」

Ｏ
　
－
４
ユ

刀
口
８

●

ｎ
ｎ
【
１

４
・

１

　
こ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
雑
誌
の
当
時
の
文
壇
に
お
け
る
位
置
付
け
を
見
て
お

く
。
ま
ず
「
若
草
」
は
、
辻
淳
氏
に
よ
る
と
、
「
文
壇
に
新
し
い
潮
流
が
起
こ

る
ご
と
に
そ
れ
ら
の
新
人
を
執
筆
陣
に
迎
え
」
、
ま
た
、
「
無
名
の
人
の
投
稿
作

品
の
掲
載
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
人
々
を
鼓
舞
し
、
文
壇
に
新
風
を
送
る
機
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九



　
　
　
　
　
太
宰
治
文
学
に
お
け
る
「
黄
村
先
生
」
の
位
置

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

と
も
な
っ
た
」
と
い
う
。
太
宰
も
新
人
の
頃
か
ら
作
品
を
発
表
す
る
一
方
、
ま

だ
無
名
で
あ
っ
た
田
中
英
光
の
「
鍋
鶴
」
掲
載
（
昭
１
４
・
４
）
の
た
め
、
紹
介

の
労
を
と
っ
た
り
し
て
い
る
。
一
方
、
「
新
潮
」
は
、
明
治
期
か
ら
続
く
文
壇

の
有
力
誌
で
あ
り
、
「
文
学
界
」
も
昭
和
十
年
代
文
学
に
お
い
て
主
導
的
な
役

割
を
果
た
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
作
家
に
と
っ
て
も
、

「
若
草
」
は
一
般
の
文
学
好
き
な
人
々
を
読
者
と
し
て
想
定
し
て
お
り
、
割
合

気
楽
に
執
筆
で
き
た
の
に
対
し
、
「
新
潮
」
「
文
学
界
」
は
自
己
の
作
品
の
質
を

世
に
問
う
場
、
と
い
う
緊
張
感
を
起
こ
さ
せ
る
雑
誌
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
さ
て
、
太
宰
の
こ
れ
ら
三
誌
へ
の
発
表
作
に
目
を
向
け
る
と
、
「
若
草
」
に

は
気
楽
な
も
の
、
「
新
潮
」
「
文
学
界
」
に
は
意
欲
作
、
と
完
全
に
分
け
て
し
ま

う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
「
若
草
」
に
発
表
さ
れ
た
諸
作
は
、
パ
ビ

ナ
ー
ル
中
毒
に
苦
し
ん
で
い
た
頃
の
「
喝
宋
」
を
除
く
と
、
比
較
的
重
々
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

テ
ー
マ
の
与
え
ら
れ
て
い
な
い
小
品
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
い
え
る
（
〈
出
来

が
悪
い
ｖ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
）
。
一
方
、
た
と
え
ば
「
新
潮
」
の
「
姥
捨
」

「
八
十
八
夜
」
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
、
「
文
学
界
」
の
「
虚
構
の
春
」
「
女
生
徒
」
「
東

京
八
景
」
「
風
の
便
り
」
な
ど
が
、
太
宰
の
代
表
作
と
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
の

も
、
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
太
宰
が
「
新
潮
」
や
「
文
学
界
」
に

は
あ
る
程
度
力
作
や
意
欲
作
を
発
表
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
い

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
視
点
か
ら
す
る
と
、
「
文
学
界
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

発
表
さ
れ
た
「
黄
村
先
生
言
行
録
」
も
、
作
者
に
し
て
み
れ
ば
そ
れ
な
り
の
思

い
入
れ
の
あ
っ
た
作
品
だ
、
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
「
花
吹

雪
」
が
「
改
造
」
の
た
め
に
執
筆
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
も
、
私
は
同
様
の

　
　
　
　
　
　

意
義
を
感
じ
る
）
。

　
ま
た
、
「
黄
村
先
生
言
行
録
」
「
不
審
庵
」
の
又
載
さ
れ
た
『
佳
日
』
は
、
戦

後
、
日
本
出
版
か
ら
再
版
さ
れ
る
に
際
し
、
『
黄
村
先
生
言
行
録
』
と
い
う
書

名
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
『
佳
日
』
収
載
の
十
篇
の
内
、
「
花
吹
雪
」
「
散
華
」

の
二
篇
は
削
除
さ
れ
、
残
り
八
篇
が
『
黄
村
先
生
冒
行
録
』
に
再
又
載
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
、
「
佳
日
」
に
替
わ
り
「
黄
村
先
生
言
行
録
」
が
表
題

作
に
昇
格
し
た
の
は
、
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
「
佳
日
」
は
、
昭
和
十
九
年
、
東
宝
か
ら
映
画

化
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
事
実
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
れ
は
、
銃
後
を
守

る
人
々
の
美
徳
を
描
い
た
作
品
で
あ
り
、
〈
戦
争
Ｖ
と
い
う
要
素
を
抜
き
に
し

て
は
成
り
立
た
な
い
筋
書
き
を
持
っ
て
い
る
。
戦
後
版
で
は
数
ケ
所
の
書
き
直

し
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
作
品
を
前
面
に
押
し
出
し
た
創

作
集
を
発
行
す
る
こ
と
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
検
閲
官
を
刺
激
す
る
要
因
に
も
な
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
「
佳
日
」
が
タ
イ
ト
ル
か
ら
外
さ
れ
た
の
に
は
、
こ
う
い
う
配

慮
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
削
除
を
免
れ
た
こ
と
で

さ
え
、
不
思
義
な
感
じ
が
す
る
く
ら
い
だ
。

　
そ
れ
で
は
、
残
る
七
作
に
は
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
か
と
い
う
と
、
【
表
３
】



の
通
り
で
あ
る
。

【
表
３
】

　
『
佳
日
』
一
昭
和
１
９
年
８
月
２
０
日
発
行
、

肇
書
房
一
収
載
作
品

作
品
名

発
表
誌

巻
－
号

発
行
年
月
日

「
帰
去
来
」

「
八
雲
」

第
２
輯

昭
１
８
・
６
・
１
５

「
故
郷
」

「
新
潮
」

４
０
１
１

昭
１
８
・
１
・
１

「
散
華
」

「
新
若
人
」

〔
Ｊ
－
３

昭
１
９
・
３
・
１

「
水
仙
」

「
改
造
」

２
４
－
５

昭
１
７
・
５
・
１

「
禁
酒
の
心
」

「
現
代
文
学
」

（
Ｏ
－
１
■

昭
１
７
・
１
２
・
２
８

「
作
家
の
手
帖
」

「
文
庫
」

３
－
１
０

昭
１
８
・
１
０
・
１

「
佳
日
」

「
改
造
」

２
６
－
１

昭
１
９
・
１
・
１

「
黄
村
先
生
言
行
録
」

「
文
学
界
」

１
０
－
１

昭
１
８
・
１
・
１

「
花
吹
雪
」

『
佳
日
』

昭
１
９
・
８
・
２
０

「
不
審
庵
」

「
文
芸
世
紀
」

５
－
１
０

昭
１
８
・
１
０
・
１

　
こ
れ
ら
の
内
、
「
水
仙
」
は
、
「
黄
村
先
生
言
行
録
」
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら

な
い
ほ
ど
、
発
表
当
時
評
判
に
な
っ
た
作
品
で
あ
る
。
上
林
暁
「
文
学
的
冒
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

者
一
文
芸
時
評
一
」
一
昭
１
７
・
６
一
が
最
大
級
の
賛
辞
を
贈
り
、
川
端
康
成
・
武

田
麟
太
郎
・
問
宮
茂
輔
編
『
日
本
小
説
代
表
作
全
集
９
　
昭
和
十
七
年
前
半

　
　
　
　
　
（
↓

期
』
（
昭
１
８
・
１
）
に
も
、
昭
和
十
七
年
の
代
表
作
の
一
つ
と
し
て
選
定
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豆

て
い
る
。
後
の
単
行
本
『
水
仙
一
文
芸
春
秋
選
書
４
）
』
一
昭
２
３
・
７
）
で
は
表

　
　
　
　
　
太
宰
治
文
学
に
お
け
る
「
黄
村
先
生
」
の
位
置

題
作
と
な
っ
て
も
い
る
。
こ
の
日
本
出
版
版
の
場
合
も
、
「
佳
日
」
を
除
く
収

載
作
七
作
の
中
で
、
タ
イ
ト
ル
と
す
る
の
に
最
も
順
当
な
作
品
だ
っ
た
は
ず
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
こ
こ
で
選
ば
れ
た
の
は
、
「
黄
村
先
生
言
行
録
」
だ
っ
た
。
宮
内
寒

彌
に
、
「
作
者
は
才
気
に
よ
っ
て
、
そ
の
面
白
さ
を
売
り
込
ん
で
ゐ
る
や
う
な

面
白
が
る
読
者
の
顔
を
先
に
心
得
て
ゐ
る
や
う
な
、
そ
し
て
、
ど
こ
と
な
く
ふ

　
　
　
　
　
　
　
９

ざ
け
て
ゐ
る
や
う
な
」
と
非
難
さ
れ
た
く
ら
い
で
ほ
と
ん
ど
評
判
に
さ
え
な
ら

な
か
っ
た
こ
の
作
品
を
、
な
ぜ
太
宰
は
タ
イ
ト
ル
に
選
ん
だ
り
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
だ
け
愛
着
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

二
、
「
黄
村
先
生
」

に
お
け
る
く
喜
劇
Ｖ

　
〈
黄
村
先
生
も
の
Ｖ
が
、
作
者
・
太
宰
に
と
っ
て
あ
る
程
度
の
力
作
・
意
欲

作
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
。
そ
れ
な
ら
な

ぜ
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
太
宰
の
戦
争
観
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
作
品
で
あ
る
、

と
い
う
意
味
以
外
で
、
つ
ま
り
作
品
そ
の
も
の
の
く
出
来
Ｖ
と
い
う
点
で
ほ
と

ん
ど
評
価
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

紫
口
順
一
氏
は
、
「
黄
村
と
は
大
損
の
意
か
」
と
い
う
「
花
吹
雪
」
の
一
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

を
引
き
、
「
ま
さ
に
徹
底
し
た
喜
劇
精
神
に
貫
か
れ
た
作
品
な
の
で
あ
る
」
と

く
黄
村
先
生
も
の
Ｖ
を
評
し
て
い
る
。
こ
の
く
喜
劇
精
神
Ｖ
に
対
す
る
宮
内
寒

彌
的
な
見
方
（
〈
わ
ざ
と
ら
し
い
Ｖ
と
す
る
も
の
一
こ
そ
が
、
今
日
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



　
　
　
　
　
太
宰
治
文
学
に
お
け
る
「
黄
村
先
生
」
の
位
置

〈
黄
村
先
生
も
の
〉
に
対
す
る
低
い
評
価
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ

こ
で
は
も
う
一
度
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
見
ら
れ
る
く
喜
劇
Ｖ
に
つ
い
て
、
掘
り
下

げ
て
み
た
い
。

　
ま
ず
第
一
に
、
〈
黄
村
先
生
も
の
Ｖ
の
筋
書
き
に
つ
い
て
。
三
作
を
通
じ
、

「
黄
村
先
生
」
が
何
か
一
つ
の
も
の
に
夢
中
に
な
る
こ
と
か
ら
、
話
は
展
開
し

て
い
く
。
「
先
生
」
当
人
に
と
っ
て
は
真
剣
な
（
し
か
し
傍
目
に
は
バ
カ
バ
カ

し
い
）
望
み
は
、
常
に
滑
稽
な
幕
切
れ
を
迎
え
、
叶
え
ら
れ
ず
に
終
わ
る
。
こ

れ
が
シ
リ
ー
ズ
お
約
束
の
パ
タ
ー
ン
で
、
二
作
目
、
三
作
目
に
な
る
と
、
読
み

始
め
る
前
か
ら
ラ
ス
ト
の
予
測
が
可
能
な
の
だ
。
つ
ま
り
、
物
語
の
構
成
そ
の

も
の
が
、
「
先
生
」
の
失
敗
と
い
う
オ
チ
の
つ
い
た
も
の
と
し
て
、
喜
劇
仕
立

て
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
第
二
と
し
て
、
「
私
」
の
存
在
が
あ
る
。
非
常
識
人
で
あ
る
「
黄
村
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

生
」
を
、
傍
観
者
と
し
て
冷
静
に
見
て
い
る
つ
も
り
の
「
私
」
。
不
本
意
な
が

ら
「
先
生
」
に
振
り
回
さ
れ
て
、
バ
カ
バ
カ
し
い
と
思
い
つ
つ
も
仕
方
な
く
お

付
き
合
い
し
た
り
す
る
の
だ
が
、
「
山
槻
魚
」
に
し
ろ
「
武
術
」
や
「
茶
道
」

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

に
し
ろ
し
だ
い
に
自
発
的
に
騒
動
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
。
白
分
で
は
「
先

生
」
と
違
う
つ
も
り
で
こ
れ
ら
く
言
行
録
Ｖ
を
綴
っ
て
い
る
「
私
」
だ
が
、
読

者
に
し
て
み
れ
ば
「
先
生
」
だ
け
で
な
く
「
私
」
の
方
も
十
分
面
白
い
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　
第
三
に
、
「
黄
村
先
生
言
行
録
」
「
花
吹
雪
」
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
口
述
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

記
」
も
、
喜
劇
性
を
助
長
し
て
い
る
。
紫
口
順
一
氏
は
、

　
　
〈
私
〉
は
実
は
も
と
も
と
（
黄
村
先
生
と
　
　
引
用
者
注
）
同
一
平
面
上

　
　
に
い
た
と
も
い
え
る
。
座
談
筆
記
が
〈
習
慣
〉
化
し
て
い
る
よ
う
な
関
係

　
　
を
す
で
に
く
黄
村
先
生
Ｖ
と
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

　
　
係
こ
そ
が
滑
稽
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
述
べ
た
上
で
、
「
『
花
吹
雪
』
で
は
座
談
筆
記
の
部
分
に
や
や
精
彩
を
欠
き
、

作
品
に
占
め
る
量
も
ご
く
少
な
い
。
そ
し
て
『
不
審
庵
』
で
は
そ
れ
が
全
く
消

え
、
書
簡
と
い
う
全
く
別
の
形
式
に
と
っ
て
か
わ
る
」
　
　
そ
う
い
う
意
味
か

ら
も
、
「
黄
村
先
生
言
行
録
」
が
、
三
作
の
中
で
「
最
も
す
ぐ
れ
た
作
品
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

り
得
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
二
作
の
「
口
述
筆
記
」
に
類
似
し
た
表
現
方
法
は
、

「
誰
」
（
昭
１
６
・
１
２
）
に
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
左
の
よ
う
な
部
分
が
そ
れ

で
あ
る
。

　
　
○
○
兄
、
生
涯
に
い
ち
ど
の
（
人
問
の
い
か
な
る
行
為
も
、
生
涯
に
い
ち

　
　
ど
き
り
の
も
の
也
）
お
ね
が
ひ
が
ご
ざ
い
ま
す
。
八
方
手
を
っ
く
し
た
の

　
　
で
す
が
一
ま
づ
、
三
四
人
に
も
出
し
た
か
）
よ
い
方
法
が
な
く
、
五
六
回

　
　
巻
紙
を
出
し
た
り
、
ひ
つ
こ
め
た
り
し
て
（
こ
の
辺
は
真
実
な
ら
ん
）
や

　
　
つ
と
書
き
ま
す
。
こ
の
辺
の
気
持
ち
お
察
し
下
さ
い
（
察
し
は
つ
く
が
、

　
　
す
こ
し
変
で
あ
る
）
〈
以
下
省
略
Ｖ

　
こ
こ
に
登
場
す
る
「
○
○
兄
」
と
は
、
友
人
・
山
岸
外
史
だ
と
思
わ
れ
る
が
、



彼
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

　
　
太
宰
の
こ
の
手
紙
に
ダ
マ
サ
レ
ナ
カ
ッ
タ
証
拠
に
、
さ
っ
そ
く
、
そ
の
手

　
　
紙
に
朱
筆
の
傍
詳
を
入
れ
て
お
い
た
の
で
あ
る
。
一
中
略
二
一
の
手
紙
を

　
　
材
料
と
し
て
書
い
た
の
が
、
か
れ
の
小
説
く
誰
一
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
太

　
　
宰
ら
し
く
、
も
じ
っ
て
扱
っ
て
い
る
が
、
朱
筆
を
入
れ
た
ぼ
く
の
文
章
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
自
分
の
壬
・
紙
の
文
章
も
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
太
宰
が
こ
の
山
岸
の
「
朱
筆
」
に
想
を
得
て
、
「
黄
村
先
生
」
の
「
口
述
筆

記
」
の
部
分
を
執
筆
し
た
か
ど
う
か
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
「
先

生
」
の
言
に
い
ち
い
ち
コ
メ
ン
ト
を
付
け
加
え
る
こ
の
手
法
は
、
「
誰
」
の

「
朱
筆
」
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
、
私
に
は
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
じ

　
一
Ｋ
一
「
知
性
・
公
論
」
一
昭
！
７
・
１
一
に
、
「
誰
」
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
評

が
あ
る
。

　
　
太
宰
の
は
例
に
依
つ
て
例
の
如
き
も
の
で
白
虐
と
神
経
異
常
の
要
素
か
ら

　
　
成
り
立
つ
た
や
う
な
作
品
で
あ
る
。
近
頃
の
好
許
に
ま
か
し
て
書
き
捲
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
此
の
人
の
あ
ぶ
な
っ
か
し
さ
が
そ
ろ
そ
ろ
現
れ
て
ゐ
る
。
遊
び
が
人
っ
て

　
　
来
て
ゐ
る
の
だ
。
一
傍
点
引
用
者
一

　
く
黄
村
先
生
も
の
Ｖ
の
場
合
と
同
じ
く
、
こ
の
よ
う
な
く
喜
劇
精
神
Ｖ
は
、

こ
の
作
品
の
場
合
も
高
い
評
価
を
得
て
い
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。

　
以
上
、
〈
喜
劇
Ｖ
と
い
う
視
点
か
ら
、
構
成
、
「
私
」
の
存
在
、
口
述
筆
記
、

の
三
点
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
に
限
ら
ず
、
〈
黄
村
先
生
も
の
Ｖ

　
　
　
　
　
太
宰
治
文
学
に
お
け
る
「
黄
村
先
生
」
の
位
置

に
は
細
か
い
笑
い
の
要
素
が
全
編
に
鐘
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
こ
そ
が
こ

の
シ
リ
ー
ズ
の
い
ち
ば
ん
の
特
徴
な
の
だ
。
「
黄
村
先
生
言
行
録
」
で
、
井
の

頭
公
園
の
梅
に
興
味
を
示
さ
ず
く
食
い
気
Ｖ
に
走
る
先
生
の
描
９
に
始
ま
り
、

「
不
審
庵
」
の
「
茶
会
」
で
、
七
輪
を
蹴
飛
ば
し
た
「
先
生
」
が
「
は
だ
か
踊

り
を
演
じ
」
る
件
に
至
る
ま
で
、
数
え
挙
げ
た
ら
き
り
が
無
い
ほ
ど
だ
。
余
り

に
も
次
か
ら
次
へ
と
笑
い
の
場
面
が
連
続
す
る
の
で
、
〈
わ
ざ
と
ら
し
い
Ｖ
と

い
う
感
も
否
め
な
い
が
、
作
者
が
意
識
的
に
笑
い
を
練
り
込
ん
で
執
筆
し
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る
く
喜
劇
Ｖ
と
は
一
体
何
な
の
か
、
と
い

い
う
こ
と
を
み
て
お
く
。
「
遊
び
」
が
入
っ
て
き
て
い
る
、
と
非
難
さ
れ
た

「
誰
」
が
、
「
白
虐
と
神
経
異
常
の
要
素
か
ら
成
り
寸
つ
た
や
う
な
作
品
」
と
い

わ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
重
な
る
が
、
「
黄
村
先
生
」
「
私
」
と
い
う
一
一
人
の
人
物

は
、
い
づ
れ
も
作
者
太
宰
を
投
影
し
て
い
る
。
〈
黄
村
先
牛
も
の
Ｖ
の
笑
い
は
、

こ
の
二
人
の
人
物
の
失
敗
談
を
描
く
こ
と
に
終
始
し
て
お
り
、
人
宰
が
白
分
白

身
を
戯
画
化
し
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
他
の
く
私
小
説
Ｖ
的
に
読
ま
れ
る
作

品
と
大
差
が
な
い
。

三
、
太
宰
文
学
に
お
け
る

〈
喜
劇
Ｖ

　
〈
黄
村
先
生
も
の
Ｖ
は
太
宰
の
く
喜
劇
精
神
Ｖ
を
駆
使
し
て
組
み
立
て
ら
れ

た
小
説
、
と
い
う
感
が
あ
る
。
そ
れ
で
は
作
者
自
身
の
く
小
説
Ｖ
に
対
す
る
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三



　
　
　
　
　
太
宰
治
文
学
に
お
け
る
「
黄
村
先
生
」
の
位
置

え
方
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
太
宰
の
文
章
か
ら
、
そ
れ

が
窺
え
る
も
の
を
い
く
っ
か
挙
げ
て
み
る
。

　
ま
ず
、
「
古
典
竜
頭
蛇
尾
」
（
昭
ｕ
・
５
）
に
、
以
下
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

　
　
日
本
文
学
は
、
た
い
へ
ん
実
用
的
で
あ
る
（
中
略
）
文
章
を
無
為
に
享
楽

　
　
す
る
法
を
知
ら
ぬ
。
や
た
ら
に
深
刻
を
よ
ろ
こ
ぶ
。
ナ
ン
セ
ン
ス
の
美
し

　
　
さ
を
知
ら
ぬ
。
こ
理
く
つ
が
多
く
て
、
た
の
し
く
な
い
。

　
ま
た
、
「
他
人
に
語
る
」
（
昭
１
３
・
２
）
に
は
、

　
　
こ
ん
ど
、
ひ
と
っ
、
た
だ
、
わ
け
も
な
く
面
白
い
長
編
小
説
を
書
い
て
あ

　
　
げ
ま
せ
う
ね
。
い
ま
の
小
説
、
み
な
、
面
白
く
な
い
で
せ
う
？
／
や
さ
し

　
　
く
て
、
か
な
し
く
て
、
を
か
し
く
て
、
他
に
何
が
要
る
の
で
せ
う
。
あ
の

　
　
ね
、
読
ん
で
面
白
く
な
い
小
説
は
ね
、
そ
れ
は
、
下
手
な
小
説
な
の
で
す
。

　
と
あ
り
、
さ
ら
に
、
「
小
説
の
面
白
さ
」
（
昭
２
３
・
３
）
に
は
、
以
下
の
よ
う

な
部
分
が
あ
る
。

　
　
小
説
と
云
ふ
も
の
は
、
本
来
、
女
子
供
の
読
む
も
の
で
、
い
は
ゆ
る
利
口

　
　
な
大
人
が
目
の
色
を
変
へ
て
読
み
、
し
か
も
そ
の
読
後
感
を
卓
を
叩
い
て

　
　
論
じ
合
ふ
と
云
ふ
や
う
な
性
質
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
挙
げ
た
三
つ
の
文
章
は
、
時
期
的
に
見
る
と
昭
和
十
一
年
、
十
三
年
、

二
士
二
年
の
も
の
で
か
な
り
の
開
き
が
あ
る
が
、
内
容
は
ほ
と
ん
ど
同
一
の
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。
田
中
英
光
は
、
太
宰
か
ら
「
我
が
西
遊
記
」
（
昭
１
９
・
６
）

を
書
く
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
際
、
「
出
来
る
だ
け
バ
カ
バ
カ
し
く
」
、
ま
た
「
浅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

薄
な
諏
刺
小
説
や
象
徴
小
説
に
す
る
な
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
と
い

＠
う
。
つ
ま
り
、
何
か
に
役
立
つ
く
実
用
的
な
文
学
Ｖ
を
否
定
し
、
た
と
え
そ
の

場
限
り
で
も
よ
い
、
た
だ
く
面
白
い
Ｖ
、
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
こ
そ
が
小
説
で

あ
る
、
と
い
う
の
が
、
太
宰
の
作
家
的
生
涯
を
通
し
て
の
考
え
方
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

　
太
宰
の
こ
の
小
説
観
に
は
、
中
学
・
高
校
時
代
か
ら
尊
敬
し
て
い
た
芥
川
龍

之
介
や
師
・
井
伏
鱒
二
ら
の
作
風
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
と
と

も
に
、
檀
一
雄
の
次
の
よ
う
な
文
章
は
、
興
味
深
い
。

　
　
日
本
の
古
典
で
は
枕
草
子
と
徒
然
草
を
繰
り
か
え
し
精
読
し
て
い
た
だ
ろ

　
　
う
。
（
中
略
）
そ
れ
か
ら
、
「
柳
樽
」
。
こ
れ
も
又
太
宰
が
各
時
代
を
通
じ

　
　
て
手
放
さ
な
か
っ
た
、
愛
読
の
書
で
あ
っ
た
。
上
田
秋
成
。
西
鶴
。
芭
蕉
。

　
　
（
中
略
）
太
宰
の
文
学
が
西
洋
に
っ
な
が
る
も
の
だ
な
ど
と
早
合
点
し
て

　
　
は
な
ら
な
い
。
あ
れ
程
、
日
本
文
学
の
湿
気
の
多
い
沼
の
中
に
深
く
根
を

　
　
下
し
て
い
た
、
文
学
は
少
な
い
こ
と
を
、
私
は
は
っ
き
り
と
知
っ
て
い
る
。

　
　
言
い
忘
れ
た
が
、
お
伽
草
子
、
黄
表
紙
の
た
ぐ
い
、
そ
れ
に
伊
曾
保
物
語
。

　
　
こ
れ
も
又
、
太
宰
が
ひ
そ
か
に
押
入
の
隅
に
か
く
し
持
っ
て
い
た
僅
か
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
蔵
書
の
一
つ
で
あ
る
。

　
日
本
の
古
典
、
と
り
わ
け
江
戸
文
学
の
も
つ
大
衆
性
、
滑
稽
味
、
諾
諺
精
神

な
ど
は
、
先
に
指
商
し
た
太
宰
の
小
説
観
と
も
、
か
な
り
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
〈
黄
村
先
生
も
の
〉
の
場
合
は
特
に
だ
が
、
西
鶴
へ
の
傾
倒
は
、
大
き



な
意
味
が
あ
る
こ
と
に
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
不
審
庵
」
脱
稿
の
約
ニ
カ
月
後

に
執
筆
さ
れ
た
「
新
釈
諸
国
噺
」
一
昭
１
９
・
１
一
の
冒
頭
部
分
で
、
太
宰
は
、

「
西
鶴
は
、
世
界
で
一
ば
ん
偉
い
作
家
で
あ
る
。
」
と
書
い
て
い
る
。
〈
黄
村
先

生
も
の
Ｖ
の
戯
作
的
雰
囲
気
は
、
制
約
が
厳
し
く
な
っ
て
い
っ
た
時
節
柄
、
太

宰
が
江
戸
文
学
に
想
を
得
て
編
み
出
し
た
苦
肉
の
創
作
方
法
で
あ
っ
た
か
も
知

れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
太
宰
い
う
と
こ
ろ
の
く
面
白
い
Ｖ
小
説
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
。

　
　
誰
か
ぼ
く
の
墓
碑
に
、
次
の
よ
う
な
一
句
を
き
ざ
ん
で
く
れ
る
人
は
な
い

　
　
か
。
「
か
れ
は
、
人
を
喜
ば
せ
る
の
が
、
何
よ
り
も
好
き
で
あ
つ
た
！
」

　
「
正
義
と
微
笑
」
一
昭
１
７
・
６
一
の
こ
の
一
節
を
、
「
太
宰
の
言
葉
と
し
て
素

　
　
　
　
　
ｆ
〕

直
に
信
じ
た
い
」
と
い
う
亀
井
勝
一
郎
は
、
太
宰
文
学
に
ユ
ー
モ
ア
を
見
る
。

　
　
太
宰
の
作
品
で
、
見
の
が
し
え
ぬ
の
は
ユ
ー
モ
ア
で
あ
る
。
一
中
略
一
と

　
　
く
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
ユ
ー
モ
ア
の
根
底
に
あ
る
反
俗
精
神
で
あ
る
。

　
　
か
う
い
ふ
ユ
ー
モ
ア
は
夏
目
漱
石
以
来
の
も
の
だ
。
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」

　
　
「
坊
ち
や
ん
」
の
系
譜
を
昭
和
に
継
い
だ
の
は
太
宰
で
あ
る
。
一
中
略
一
太

　
　
宰
が
仮
に
六
十
歳
位
ま
で
生
き
て
ゐ
た
な
ら
ば
、
明
治
以
来
の
第
一
級
の

　
　
ユ
ー
モ
ア
文
学
が
生
れ
た
に
相
違
な
い
と
思
ふ
。
彼
の
正
義
感
と
、
物
語

　
　
作
者
と
し
て
の
巧
妙
な
手
腕
と
を
基
と
し
た
ユ
ー
モ
ア
が
、
あ
の
ま
・
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壇

　
　
終
つ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
太
宰
治
文
学
に
お
け
る
「
黄
村
先
生
」
の
位
置

　
今
日
太
宰
の
代
表
作
と
さ
れ
る
「
人
問
失
格
」
一
昭
２
３
・
６
－
８
一
や
「
斜

陽
」
一
昭
２
２
・
７
－
１
０
一
は
、
ユ
ー
モ
ア
よ
り
も
、
主
人
公
や
登
場
人
物
達
の

魂
の
岬
き
の
よ
う
な
も
の
が
前
面
に
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
い
う
点
が
高
い
評

価
を
得
て
き
た
。
し
か
し
亀
井
の
い
う
よ
う
に
、
あ
る
い
は
太
宰
白
身
が
何
度

も
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
作
品
の
随
所
に
配
さ
れ
た
細
か
な
ユ
ー
モ
ァ
が
、
太

宰
作
品
の
一
つ
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
ま
た
事
実
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
「
富
嶽
百
景
」
（
昭
１
４
・
２
一
の
以
下
の
よ
う
な
場
面
は
、
そ
の
良
質
な
も

の
の
一
つ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
と
か
く
し
て
頂
上
に
つ
い
た
の
で
あ
る
が
、
急
に
濃
い
霧
が
吹
き
流
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
り

　
　
来
て
、
頂
上
の
パ
ノ
ラ
マ
台
と
い
ふ
、
断
崖
の
縁
に
立
つ
て
み
て
も
、
い

　
　
つ
か
う
に
眺
望
が
き
か
な
い
。
何
も
見
え
な
い
。
井
伏
氏
は
、
濃
い
霧
の

　
　
底
、
岩
に
腰
を
お
ろ
し
、
ゆ
つ
く
り
煙
草
を
吸
ひ
な
が
ら
、
放
届
な
さ
れ

　
　
た
。
い
か
に
も
、
つ
ま
ら
な
さ
う
で
あ
つ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
、
〈
文
章
の
行
問
か
ら
湊
み
出
て
く
る
よ
う
な
ユ
ー

モ
ア
Ｖ
と
、
〈
黄
村
先
牛
も
の
Ｖ
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
ド
タ
バ
タ
劇
風
の

く
喜
劇
Ｖ
と
で
は
、
少
し
意
味
合
い
が
違
う
。
田
中
英
光
に
与
え
た
助
言
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

う
な
、
ま
さ
に
落
語
の
よ
う
に
笑
わ
せ
る
こ
と
を
予
め
意
図
し
た
く
バ
カ
バ
カ

、
　
　
、

し
い
笑
い
Ｖ
が
、
〈
黄
村
先
生
も
の
Ｖ
の
世
界
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
ド
タ
バ
タ
喜
劇
風
の
も
の
を
太
宰
の
他
の
作
品
で
探
す
と
、

「
乞
食
学
牛
」
一
「
若
草
」
１
６
１
７
－
１
２
、
昭
和
１
５
・
７
－
１
２
・
１
一
や
「
グ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



　
　
　
　
　
太
宰
治
文
学
に
お
け
る
「
黄
村
先
生
」
の
位
置

ド
・
バ
イ
」
（
「
朝
日
新
聞
」
昭
２
３
・
６
・
２
１
、
「
朝
日
評
論
」
３
－
７
、
昭

２
３
・
７
・
１
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
乞
食
学
生
」
の
主
人
公
は
、
太
宰
と
お
ぼ
し
き
作
家
で
あ
る
。
こ
の
作
品

に
は
、
「
私
」
と
「
佐
伯
」
「
熊
本
君
」
と
い
う
少
年
二
人
と
の
触
れ
合
い
が
描

か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
登
場
人
物
三
人
は
、
す
べ
て
〈
道
化
〉
的
で

あ
る
。
「
私
」
に
付
い
て
来
る
よ
う
言
わ
れ
不
安
に
な
り
「
お
ば
け
の
出
方
に

は
、
十
一
二
と
ほ
り
し
か
無
い
ん
だ
。
待
て
よ
、
提
燈
ヒ
ユ
ウ
の
モ
シ
モ
シ
が
あ

る
か
ら
、
十
四
種
類
だ
。
」
な
ど
と
「
わ
け
の
判
ら
ぬ
や
う
な
事
」
を
眩
く

「
左
白
」
（
第
二
回
）
、
「
君
は
、
自
分
の
幼
い
正
義
感
に
甘
え
て
ゐ
る
ん
だ
。
映

画
説
明
を
や
る
ん
だ
ね
。
（
中
略
）
僕
が
代
わ
つ
て
や
つ
て
も
い
い
く
ら
ゐ

だ
。
」
と
口
を
滑
ら
せ
た
ば
か
り
に
代
わ
り
に
自
分
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
「
私
」
（
第
三
回
）
、
「
里
見
八
犬
伝
」
を
「
僕
は
最
近
ま
た
、
ぼ
ち
ぼ

ち
読
み
直
し
て
み
て
ゐ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
」
と
言
い
、
「
君
は
、
ど
う
し
て
、

そ
ん
な
、
ぼ
ち
ぼ
ち
読
み
直
し
て
ゐ
る
な
ん
て
嘘
ば
か
り
言
ふ
ん
だ
ね
？
　
い

っ
で
も
、
必
ず
さ
う
言
ふ
ぢ
や
な
い
か
。
読
み
は
じ
め
た
、
と
言
っ
た
っ
て
い

い
と
思
ふ
が
ね
。
」
と
「
佐
伯
」
に
遣
り
込
め
ら
れ
る
「
熊
本
君
」
（
第
四
回
）
。

一
例
ず
っ
挙
げ
る
に
止
め
る
が
、
こ
の
作
品
の
至
る
所
に
こ
の
よ
う
な
く
喜

劇
Ｖ
が
山
盛
り
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
く
喜
劇
Ｖ
の
大
部
分
は
、
登
場
人

物
の
〈
弱
さ
ゆ
え
の
矛
盾
点
〉
を
別
の
登
場
人
物
（
主
に
「
佐
伯
」
）
が
容
赦

な
く
暴
く
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
〈
黄
村
先
生
も
の
Ｖ
の
場
合
も
そ
う
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
登
場
人
物
達
は
皆
必
死
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
そ
の
一
生
懸

命
さ
が
空
回
り
を
し
て
、
滑
稽
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
〈
悲
劇
Ｖ

的
な
側
面
を
も
つ
く
喜
劇
Ｖ
な
の
だ
。
ま
た
、
構
成
面
か
ら
見
て
も
、
〈
実
は

全
て
夢
で
あ
っ
た
Ｖ
と
い
う
オ
チ
つ
き
で
あ
る
。

　
「
グ
ツ
ド
・
バ
イ
」
の
主
人
公
「
田
島
周
二
」
は
太
宰
の
本
名
・
津
島
修
治

を
操
っ
て
名
付
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
た
作
者
を
投
影
し
た
人
物
で
あ
る
。

「
田
島
」
は
、
設
定
の
上
で
は
「
男
振
り
が
よ
く
て
、
金
が
あ
つ
て
、
若
く
て
、

お
ま
け
に
道
徳
的
で
優
し
い
」
「
好
男
子
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
だ

が
、
実
際
は
か
な
り
の
く
道
化
Ｖ
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
「
鴉
声
」
「
大
食

い
」
「
怪
力
」
の
「
す
ご
い
美
人
」
で
あ
る
「
水
井
キ
ヌ
子
」
を
前
に
、
彼
の

調
子
は
狂
い
っ
ぱ
な
し
な
の
だ
。
と
う
と
う
「
あ
ん
ち
き
し
や
う
！
　
生
意
気

だ
。
も
の
に
し
て
や
れ
。
」
と
た
く
ら
ん
だ
の
は
い
い
が
、
「
グ
ワ
ン
と
、
こ
ぶ

し
で
頬
を
殴
ら
れ
」
「
ぎ
や
っ
と
い
ふ
甚
だ
奇
怪
な
悲
鳴
を
挙
げ
」
お
ま
け
に

「
途
中
、
階
段
を
踏
み
は
づ
し
て
、
ま
た
、
ぎ
や
っ
と
言
」
う
ハ
メ
に
な
る
情

け
な
さ
（
「
怪
力
」
）
。
「
す
ご
い
美
人
」
を
伴
い
愛
人
達
の
も
と
へ
「
別
離
」
の

「
行
進
」
を
行
う
、
と
い
う
そ
も
そ
も
の
筋
書
き
も
滑
稽
な
ら
、
「
す
ご
い
ほ
ど

の
美
人
」
な
の
に
普
段
は
「
ほ
と
ん
ど
乞
食
の
感
じ
」
の
「
キ
ヌ
子
」
、
「
キ
ヌ

子
」
を
屈
伏
さ
せ
よ
う
と
し
て
バ
レ
バ
レ
の
策
略
を
大
真
面
目
に
め
ぐ
ら
す
が

何
一
つ
成
功
し
な
い
「
田
島
」
な
ど
、
こ
の
作
品
は
〈
喜
劇
尽
く
し
〉
で
あ
る
。

け
れ
ど
「
田
島
」
が
愛
人
全
て
に
別
れ
よ
う
と
し
た
、
そ
の
気
持
ち
自
体
は
、



田
舎
の
妻
ヱ
Ｊ
へ
の
愛
情
に
端
を
発
し
た
真
剣
な
も
の
で
、
そ
の
切
実
な
願
い
の

実
現
を
阻
む
も
の
と
し
て
、
滑
稽
な
障
害
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
「
グ
ッ
ド
・
バ
イ
」
も
く
悲
喜
劇
Ｖ
な
の
で
あ
る
。

　
「
乞
食
学
生
」
は
、
同
時
期
の
「
き
り
ぎ
り
す
」
一
昭
１
５
・
ｕ
一
「
風
の
便
り
」

（
昭
１
６
・
ｕ
一
な
ど
と
同
系
列
の
テ
ー
マ
を
も
っ
。
っ
ま
り
、
奥
野
健
男
氏
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

「
前
期
の
意
識
を
も
っ
て
、
中
期
の
白
己
を
裁
く
悔
恨
の
系
列
」
と
し
て
位
置

付
け
た
も
の
で
、
何
か
と
「
私
」
に
食
っ
て
掛
か
る
「
佐
伯
」
が
前
期
の
太
宰

的
に
造
形
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
く
黄
村
先
生
も
の
Ｖ
に
は
日
本
文
化
を
椰
楡
す

る
な
ど
戦
時
下
に
お
け
る
ぎ
り
ぎ
り
の
諏
刺
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

「
グ
ッ
ド
・
バ
イ
」
に
は
、
一
躍
流
行
作
家
と
な
り
、
世
問
や
愛
人
に
が
ん
じ

が
ら
め
に
さ
れ
た
白
己
を
解
放
し
た
い
、
全
て
の
し
が
ら
み
に
サ
ヨ
ナ
ラ
宝
言

い
た
い
、
と
い
う
太
宰
の
願
い
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
乞

食
学
生
」
は
昭
和
十
五
年
、
〈
黄
村
先
生
も
の
ｖ
は
十
七
・
八
年
、
「
グ
ッ
ド
・

バ
イ
」
は
二
十
三
年
の
作
品
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
執
筆
時
期
に
則
し
た
別
個
の
テ
ー
マ
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
「
乞
食
学
生
」
を
執
筆
し
て
い
た
頃
の
太
宰
は
、
「
東
京
八
景
」
一
昭

１
６
・
ユ
一
の
一
節
に
あ
る
如
く
、
「
苦
し
さ
は
在
つ
て
も
、
め
つ
た
に
言
は
な

い
。
以
前
に
ま
さ
る
苦
し
さ
は
在
っ
て
も
私
は
微
笑
を
装
つ
て
ゐ
る
。
」
と
、

必
死
で
自
己
の
在
り
方
を
白
問
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
く
黄
村
先
牛
も

の
Ｖ
の
頃
は
、
一
戦
時
下
Ｖ
と
い
う
特
殊
な
情
況
の
中
、
芸
術
家
と
し
て
牛
き

　
　
　
　
　
人
宰
治
文
学
に
お
け
る
「
黄
村
先
生
」
の
位
置

て
い
く
道
を
模
索
し
て
い
た
の
だ
し
、
「
グ
ッ
ド
・
バ
イ
」
は
、
太
宰
の
そ
れ

ま
で
の
総
決
算
の
よ
う
な
「
人
間
失
格
」
を
脱
稿
し
た
後
に
始
め
ら
れ
た
意
欲

作
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
ド
タ
バ
タ
喜
劇
は
、
い
ず
れ
も
、

〈
作
者
が
作
家
的
岐
路
に
立
た
さ
れ
た
時
期
に
生
み
出
さ
れ
て
い
る
Ｖ
と
い
う

共
通
点
を
見
山
す
こ
と
が
で
き
る
。
〈
黄
村
先
生
も
の
Ｖ
と
同
じ
く
、
「
乞
食
学

生
」
に
し
ろ
「
グ
ッ
ド
・
バ
イ
」
に
し
ろ
、
い
づ
れ
も
作
者
本
人
を
思
わ
せ
る

人
物
を
白
虐
的
に
道
化
に
仕
立
て
て
い
る
、
と
い
う
点
で
も
一
致
し
て
い
る
。

　
太
宰
の
い
う
く
面
白
い
小
説
Ｖ
が
、
こ
れ
ら
の
よ
う
な
戯
作
的
な
く
喜
劇
Ｖ

を
指
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
行
間
か
ら
濫
れ
る
よ
う
な
ユ
ー
モ
ア
を
指
し
た
の

か
は
、
明
ら
か
で
な
い
。
遠
藤
周
作
は
「
楽
し
い
河
盛
氏
の
『
文
学
空
談
』
」

　
　
　
の

一
昭
３
８
・
７
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
作
家
に
は
ユ
ー
モ
ア
を
文
章
に
入
れ
た
人
も
い
る
が
、

　
　
し
か
し
そ
の
ユ
ー
モ
ア
は
太
宰
治
の
よ
う
に
悲
し
み
の
戯
画
の
線
で
つ
ら

　
　
ぬ
か
れ
て
い
る
。
だ
が
い
ま
一
つ
の
ユ
ー
モ
ア
文
学
に
は
悲
し
み
の
ユ
ー

　
　
モ
ァ
で
は
な
く
「
笑
い
と
ば
す
」
と
い
う
豪
放
さ
も
あ
っ
て
よ
い
の
で
は

　
　
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
遠
藤
が
具
体
的
に
太
宰
の
ど
の
よ
う
な
点
を
指
し
て
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
タ
イ
ア

か
は
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
。
桂
英
澄
は
、
太
宰
か
ら
「
都
会
人
は
暗
い
な
。
課
刺

　
　
　
　
　
ユ
ー
モ
ア
　
　
　
　
、
凹
一
一

は
あ
る
が
、
譜
諺
が
な
い
。
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
と
い
う
。
〈
黄
村
先
牛
も

　
　
　
サ
タ
ィ
ア

の
Ｖ
に
「
諏
刺
」
を
杏
定
し
て
い
る
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
こ
の
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



　
　
　
　
　
太
宰
治
文
学
に
お
け
る
「
黄
村
先
生
」
の
位
置

　
　
　
　
　
　
　
サ
タ
イ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ー
モ
ア

葉
か
ら
、
彼
が
、
「
訊
刺
」
プ
ラ
ス
「
譜
諺
」
の
明
る
さ
の
必
要
性
を
感
じ
て

い
た
、
と
い
う
こ
と
が
判
る
。
し
か
し
遠
藤
に
い
わ
せ
る
と
そ
の
太
宰
白
身
の

作
も
「
暗
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
太
宰
が
「
乞
食
学
生
」
〈
黄
村
先
生
も
の
Ｖ
「
グ
ッ
ド
・
バ
イ
」
の
よ
う
な
作

品
を
繰
り
返
し
生
み
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
の
ド
タ
バ
タ
喜
劇
へ
の

関
心
の
強
さ
を
表
し
て
い
る
。
〈
ナ
ン
セ
ン
ス
〉
で
く
明
る
い
諾
諺
Ｖ
を
秘
め

た
く
読
ん
で
面
白
い
小
説
Ｖ
　
　
こ
の
理
想
へ
の
一
つ
の
答
と
し
て
、
こ
れ
ら

の
作
品
に
は
そ
の
努
力
の
痕
跡
が
見
受
け
ら
れ
る
の
だ
。
た
と
え
く
喜
劇
Ｖ
を

詰
め
込
み
す
ぎ
る
余
り
作
品
の
出
来
と
し
て
は
今
一
っ
で
、
か
っ
そ
の
〈
喜

劇
〉
は
自
虐
と
い
う
路
線
に
限
ら
れ
た
く
悲
喜
劇
Ｖ
で
あ
る
、
と
い
う
欠
点
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
太
宰
が
小
説
家
と
し
て
目
指
し
た
で
あ
ろ
う
方
向
性
を
探

る
上
で
、
重
用
な
意
味
を
持
つ
作
品
群
だ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
遠
藤
の

い
う
「
『
笑
い
と
ば
す
』
と
い
う
豪
放
さ
」
を
身
に
っ
け
た
太
宰
、
あ
る
い
は

「
太
宰
が
仮
に
六
十
歳
位
ま
で
生
き
て
ゐ
た
な
ら
ば
、
明
治
以
来
の
第
一
級
の

ユ
ー
モ
ア
文
学
が
生
れ
た
に
相
違
な
い
と
思
ふ
」
と
い
う
亀
井
勝
一
郎
の
太
宰

像
へ
の
、
新
し
い
飛
躍
へ
の
一
過
程
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
の
だ
。

　
「
人
間
失
格
」
に
与
え
ら
れ
た
よ
う
な
テ
ー
マ
は
、
今
日
、
太
宰
文
学
全
体

の
テ
ー
マ
、
あ
る
い
は
太
宰
文
学
の
本
質
、
の
如
く
受
け
取
ら
れ
て
い
る
。
太

宰
が
残
し
た
作
品
を
分
析
す
る
と
、
こ
れ
は
妥
当
で
正
し
い
評
価
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
種
の
テ
ー
マ
は
、
太
宰
自
身
の
人
生
の
問
題
と
も
深
く

関
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
作
品
も
鬼
気
迫
る
哀
調
を
帯
び
て
い
る
。

　
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
に
行
な
わ
れ
た
座
談
会
の
席
上
「
ぼ
く
は
ね
、
今
ま

で
ひ
と
の
事
を
書
け
な
か
つ
た
ん
で
す
よ
。
こ
の
頃
す
一
」
う
し
ね
、
他
人
を
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

け
る
や
う
に
な
つ
た
ん
で
す
よ
。
」
と
太
宰
は
発
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自

身
の
小
説
観
に
沿
っ
て
、
「
ユ
ー
モ
ア
」
を
込
め
た
作
品
を
描
こ
う
と
し
て
も
、

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

普
通
の
書
き
方
を
し
た
の
で
は
、
作
者
の
影
を
引
き
ず
っ
た
暗
い
作
品
、
「
人

間
失
格
」
の
系
譜
に
連
な
る
作
品
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
、
と
い
う
意

味
に
も
取
れ
る
。
ま
た
そ
れ
が
太
宰
の
作
風
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
暗
さ
を
払
拭

す
る
た
め
の
一
つ
の
試
み
と
し
て
、
〈
黄
村
先
生
も
の
Ｖ
の
よ
う
な
ド
タ
バ
タ

喜
劇
が
生
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
ら
の
〈
喜
劇
〉
は
く
悲
劇
Ｖ
の

側
面
を
併
せ
持
つ
。
自
己
を
戯
画
化
し
、
自
己
を
笑
う
こ
と
に
終
始
し
て
い
る

点
が
、
暗
い
の
だ
。
そ
の
傾
向
か
ら
ど
う
し
て
も
抜
け
出
せ
な
か
っ
た
の
は
太

宰
の
限
界
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
彼
は
そ
れ
を
振
り
切
る
た
め
の
試
み

を
、
「
乞
食
学
生
」
〈
黄
村
先
生
も
の
〉
「
グ
ッ
ド
・
バ
イ
」
に
お
い
て
行
な
っ

た
の
で
あ
る
。
「
乞
食
学
生
」
〈
黄
村
先
生
も
の
〉
は
発
表
当
時
大
し
て
評
判
に

も
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
度
に
太
宰
は
こ
の
〈
喜
劇
Ｖ
指
向
を
一
時
引
っ
込
め

た
。
戦
後
、
作
家
と
し
て
一
応
の
地
位
を
確
立
し
、
「
＝
仁
く
＞
Ｚ
■
Ｏ
ｃ
ｏ
↓
」
以

来
の
念
願
で
あ
っ
た
「
人
問
失
格
」
で
ひ
と
ま
ず
そ
れ
ま
で
の
白
分
に
区
切
り



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

を
付
け
た
で
あ
ろ
う
太
宰
が
、
「
い
よ
い
よ
朝
日
新
聞
」
と
意
気
込
み
た
っ
ぷ

り
に
始
め
た
「
グ
ッ
ド
・
バ
イ
」
。
三
度
目
の
挑
戦
で
あ
る
こ
の
ド
タ
バ
タ
喜

劇
が
中
絶
に
終
っ
た
こ
と
は
、
甚
だ
残
念
だ
。

　
こ
の
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
か
な
り
冷
遇
さ
れ
て
き
た
く
黄
村
先
牛
も
の
Ｖ
の

再
評
価
を
試
み
た
。
と
り
わ
け
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
カ
ラ
ー
と
も
い
え
る
く
喜

劇
Ｖ
の
問
題
は
、
太
宰
研
究
の
細
部
と
し
て
軽
視
さ
れ
て
き
た
が
、
以
上
述
べ

て
き
た
よ
う
な
点
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
も
う
、
度
見
直
す
べ
き
重
要
な
こ
と

が
ら
で
あ
る
。

注
０
　
山
内
群
史
「
解
題
」
一
『
太
宰
治
全
集
』
第
六
巻
、
平
２
・
４
・
２
７
、
筑
摩
書
房
所

　
収
一
は
、
「
不
審
庵
」
の
執
筆
時
期
に
つ
い
て
、
左
の
よ
う
に
推
測
し
て
い
る
，

　
　
「
不
審
庵
」
に
は
、
「
こ
と
し
の
夏
」
に
「
私
」
が
「
れ
い
の
黄
村
先
牛
」
か
ら

　
「
茶
会
」
に
招
か
れ
た
折
の
出
来
事
が
物
語
ら
れ
て
い
る
、
一
所
掲
誌
「
文
芸
世
紀
」

　
十
月
号
の
表
紙
、
裏
表
紙
に
は
「
昭
和
十
八
年
九
月
廿
四
日
印
刷
」
と
あ
り
、
そ
の

　
広
告
が
昭
和
十
八
年
九
月
二
十
九
日
朝
日
新
聞
東
京
本
杜
発
行
の
「
朝
日
新
聞
」
第

　
二
万
六
百
六
十
三
号
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
誌
所
掲
の
中
井
良
太
郎
「
衆

　
心
成
城
」
末
尾
に
は
「
一
九
月
大
詔
奉
載
日
稿
一
」
、
斎
藤
進
六
「
最
近
の
航
空
機
」

　
末
尾
に
は
「
一
一
八
・
九
・
一
一
」
、
中
河
与
一
「
編
輯
後
記
」
末
尾
に
は
「
一
九
月
一

　
九
日
一
」
と
あ
る
。
「
不
審
庵
」
二
十
一
枚
の
脱
稿
は
、
お
そ
ら
く
九
月
上
旬
で
あ
っ

　
た
の
だ
ろ
う
。

¢
　
山
内
詳
史
「
解
題
」
一
『
太
宰
治
全
集
』
第
五
巻
、
平
２
・
２
・
２
７
、
筑
摩
書
房
所

　
収
一
は
、
「
黄
村
先
生
言
行
録
」
の
執
筆
時
期
に
つ
い
て
、
左
の
よ
う
に
推
測
し
て

９９ い
る
。

　
　
却
説
、
昭
和
十
七
年
の
太
宰
治
書
簡
に
、
っ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
散
見
す
る

　
　
　
新
年
号
の
短
篇
三
っ
ば
か
り
、
あ
す
甲
府
の
女
房
の
里
へ
行
っ
て
、
ひ
き
こ

　
　
も
り
書
き
上
げ
て
ま
ゐ
り
ま
す
二
来
月
は
じ
め
に
帰
京
し
ま
す
、
工
－
一
月
十

　
　
九
日
付
高
梨
一
男
宛
葉
書
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
中
略
〉

　
　
三
十
日
に
帰
り
ま
し
た
、
さ
う
し
て
、
す
ぐ
井
伏
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
行
つ
て
、

　
　
毎
日
あ
そ
ん
で
、
た
う
た
う
一
緒
に
熱
海
へ
行
っ
て
来
ま
し
た
二
一
十
二
月
四

　
　
日
付
高
梨
一
男
宛
葉
書
一

　
右
の
書
簡
の
記
述
か
ら
、
太
宰
治
は
、
「
新
年
号
の
短
篇
三
つ
」
を
、
昭
和
十
七

年
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
脱
稿
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
、
起
稿
は
、
重
体
の
母
を

見
舞
う
た
め
に
生
家
を
訪
れ
て
か
ら
帰
宅
し
た
、
十
一
月
二
、
三
日
頃
よ
り
の
ち
と

推
定
さ
れ
よ
う
、
、

　
昭
和
上
－
七
年
十
月
十
七
日
付
高
梨
一
男
宛
書
簡

　
日
本
近
代
文
学
館
・
小
田
切
進
編
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
第
五
巻
一
昭
５
２
・

ｕ
・
８
、
講
談
社
一

　
津
島
美
和
子
『
回
想
の
人
宰
治
』
一
昭
５
３
・
５
・
２
０
、
人
文
書
院
、
二
百
三
十
六

頁
一
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
二

　
　
　
「
花
吹
雪
」
は
、
昭
和
十
八
年
七
月
号
の
『
改
造
』
に
発
表
す
る
予
定
で
、

　
　
原
稿
は
同
杜
に
渡
し
て
あ
つ
た
の
が
、
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
戦

　
　
争
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
上
林
暁
「
文
学
的
冒
険
者
一
文
芸
時
評
一
」
一
「
文
芸
」
１
０
ｉ
６
、
昭
１
７
・
６
・
１
一

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
、

　
今
日
の
文
学
界
を
顧
み
て
、
一
人
の
作
家
が
そ
の
活
動
を
中
止
し
た
が
た
め
に
、

文
壇
に
穴
が
あ
い
て
埋
め
ら
れ
な
い
や
う
な
個
性
的
な
活
動
を
し
て
ゐ
る
存
在
が
、

幾
何
あ
る
で
あ
ら
う
か
と
思
つ
て
み
る
と
、
淋
し
い
気
持
が
す
る
、
〈
中
略
Ｖ
極
言

太
宰
治
文
学
に
お
け
る
「
黄
村
先
生
」

の
位
置

三
九
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太
宰
治
文
学
に
お
け
る
「
黄
村
先
生
」

の
位
置

す
れ
ば
、
さ
う
い
ふ
作
家
は
、
「
水
仙
」
（
改
造
）
を
書
い
た
太
宰
治
氏
一
人
の
や
う

な
気
が
し
た
。

　
川
端
康
成
・
武
田
麟
太
郎
・
間
宮
茂
輔
編
『
日
本
小
説
代
表
作
全
集
９
　
昭
和
十

七
年
前
半
期
』
（
昭
１
８
・
１
・
２
０
、
小
山
書
店
）

　
『
水
仙
』
一
昭
２
３
・
７
・
２
０
、
文
芸
春
秋
新
社
一

　
宮
内
寒
彌
「
文
芸
時
評
　
あ
る
暗
示
」
一
「
新
潮
」
４
０
１
２
、
昭
１
８
・
２
・
１
）

　
柴
口
順
一
「
黄
村
先
生
言
行
録
」
（
神
谷
忠
孝
・
安
藤
宏
編
『
太
宰
治
全
作
品
研

究
事
典
』
所
収
、
平
７
・
ｕ
・
２
０
、
勉
誠
社
、
三
十
七
頁
一

　
注
＠
に
同
じ
。

　
注
＠
に
同
じ
。

　
山
岸
外
史
「
太
宰
治
と
借
金
」
（
『
太
宰
治
お
ぽ
え
が
き
』
所
収
、
昭
３
８
・
１
０
・
１
５
、

審
美
社
、
七
十
一
－
八
十
頁
）

　
（
Ｋ
）
「
知
性
・
公
論
」
一
「
三
田
文
学
」
１
７
－
１
、
昭
１
７
・
１
・
１
）

　
田
中
英
光
「
『
我
が
西
遊
記
』
序
」
（
『
我
が
西
遊
記
　
上
』
、
昭
１
９
・
６
・
１
０
、
桜

井
書
店
）

　
檀
一
雄
『
小
説
太
宰
治
』
一
昭
２
４
・
ｕ
・
２
０
、
六
興
出
版
社
↓
『
檀
一
雄
全
集
』
第

七
巻
、
平
４
・
８
・
５
、
沖
積
舎
、
三
十
－
三
十
一
頁
一

　
亀
井
勝
一
郎
「
太
宰
治
の
宿
命
」
一
檀
一
雄
『
小
説
太
宰
治
』
所
収
、
昭
２
４
・

ｕ
・
２
０
、
六
興
出
版
社
↓
『
亀
井
勝
一
郎
全
集
』
補
巻
一
所
収
、
昭
４
８
・
４
・
１
６
、

講
談
社
、
五
十
一
頁
）

　
＠
に
同
じ
。
（
五
十
二
頁
）

　
奥
野
健
男
『
太
宰
治
』
（
昭
４
８
・
３
・
１
０
、
文
芸
春
秋
所
収
、
一
〇
七
頁
）

　
遠
藤
周
作
「
楽
し
い
河
盛
氏
の
『
文
学
空
談
』
」
一
「
夕
刊
読
売
新
聞
」
、
昭
３
８
・

７
・
１
７
）

　
桂
英
澄
「
小
山
清
」
（
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
４
６
１
１
０
、
昭
５
６
・
１
０
・
１
）

　
改
造
社
主
催
。
出
席
者
・
坂
口
安
吾
、
太
宰
治
、
織
田
作
之
助
↓
「
歓
楽
極
ま
り

四
〇

て
哀
情
多
し
」
（
「
読
物
春
秋
」
２
１
１
、
昭
２
４
，
１
・
１
）

　
昭
和
十
一
年
十
一
月
二
十
六
日
付
鰭
崎
潤
宛
書
簡
に
は
、
「
『
新
潮
』
新
年
号
に

冒
ｃ
く
＞
ｚ
－
○
ｃ
の
巳
と
い
ふ
題
の
小
説
一
四
十
枚
一
書
き
送
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

も
全
部
を
語
つ
て
ゐ
ま
せ
ぬ
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、
同
年
十
一
月
二
十
九
日
付
鰭
崎

潤
宛
書
簡
に
、
「
『
新
潮
』
の
新
年
号
冒
Ｃ
竃
声
Ｚ
■
○
ｏ
ｏ
↓
一
人
間
失
格
一
』
四
十
一

枚
」
と
い
う
言
葉
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
「
俗
天
使
」
一
「
新
潮
」
３
７
１
１
、
昭
１
５
・
１
・
１
）
に
は
左
の
よ
う
な
一
節
が
あ

る
。　

　
　
け
ふ
は
、
十
一
月
十
三
日
で
あ
る
。
四
年
ま
へ
の
こ
の
日
に
、
私
は
或
る
不

　
　
吉
な
病
院
か
ら
出
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
け
ふ
の
や
う
に
、
こ
ん
な
に
寒
い
日

　
　
で
は
な
か
つ
た
。
秋
晴
れ
の
日
で
、
病
院
の
庭
に
は
、
末
だ
コ
ス
モ
ス
が
咲
き

　
　
残
つ
て
ゐ
た
。
あ
の
こ
ろ
の
事
は
、
こ
れ
か
ら
五
、
六
年
経
つ
て
、
も
す
こ
し

　
　
落
ち
つ
け
る
や
う
に
な
つ
た
ら
、
た
ん
ね
ん
に
、
ゆ
つ
く
り
書
い
て
み
る
つ
も

　
　
り
で
あ
る
。
「
人
間
失
格
」
と
い
ふ
題
に
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　
太
宰
が
パ
ビ
ナ
ー
ル
中
毒
を
根
治
し
、
武
蔵
野
病
院
を
退
院
し
た
の
は
、
昭
和
十

一
年
十
一
月
二
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

〔
付
記
〕

　
二
巻
、

本
稿
で
引
用
し
た
太
宰
治
の
文
章
は
、
山
内
群
史
編
『
太
宰
治
全
集
』

別
巻
一
（
平
元
・
６
・
１
９
－
４
・
４
・
２
４
、
筑
摩
書
房
）
に
よ
っ
た
。

全
十
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